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本施策は、四国地震防災基本戦略及び四国圏広域地方計画の「№１ 南海トラフ地震を始めとする大規模自然災害等への「支国」防災力向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」

に該当します。 

国土交通省 四国地方整備局 四国技術事務所 TEL08７-８４５-３１３５（代表） 

◎：主な問い合わせ先 

    四国技術事務所 副所長            二川 義⼈ 内線２０４ 

             ◎施工調査・技術活用課長      渡部 勇  内線３８１       

 

〜災害時におけるUAVの活⽤体制を確保するために〜 
国⼟地理院等も参加し、｢UAV 操縦者の育成訓練｣を実施します。 

熊本地震（平成２８年４月）や九州北部豪雨（平成２９年７月）の被災現場では、九州地方

整備局、国土地理院等の無人航空機（UAV）が被災状況の早期把握や情報提供等にその効果

を発揮し、有効性が示されたことから、四国地方整備局においても近々に発生が想定される南

海トラフ巨大地震等の災害に対応する体制を確保する為に、ＵＡＶの操作訓練を実施します。 

 

 １．実施日時  平成２９年１１月１４日(火) ９：４０～１２：００ 

 

 ２．実施場所  国営讃岐まんのう公園 ドラ夢広場及び多目的広場 

         香川県仲多度郡まんのう町吉野 4243-12 

詳細は、別紙－２参照 

 

３．参加機関  ・四国地方整備局 

・国土地理院四国地方測量部 

・防災エキスパート 

        ２０名程度 

 

４．訓練内容  無人航空機に関する知識及び操縦技術を習得するための訓練 

詳細は、別紙－１参照 

 

５．そ の 他  当日の取材を希望される場合は、国営讃岐まんのう公園が、 

休園日のため、事前に問い合わせ先に連絡をお願いします。 

※同日公園内において、11:00-12:00 の予定で「放置車両等の移

動訓練」も開催されています。（11 月 10 日香川河川国道事務所

記者発表） 



 

大規模災害に備え、無人航空機（ＵＡＶ）の操作訓練を実施 

１．訓練内容 

①  目的 

熊本地震（平成２８年４月）や九州北部豪雨（平成２９年７月）の被災現場では、

九州地方整備局、国土地理院等のＵＡＶが被災状況の早期把握や情報提供等にその

効果を発揮し、有効性が大いに示されたことから、四国地方整備局においても近々

に発生が想定される南海トラフ巨大地震等の災害に対応する体制を確保する為に、

四国地方整備局の職員を対象に、ＵＡＶに関係する知識及び操縦技術の習得を目的

として定期的に開催する計画である。今回は、大規模災害時の連携を考慮して、国

土地理院職員及び防災エキスパートと合同で訓練を実施します。 

②  参加者 

四国地方整備局職員 

国土地理院職員 

四国地方整備局と災害協定を締結している防災エキスパート 

③  実施内容 

・ 国土地理院ランドバードによる実践的なデモフライト 

・ 無人航空機（Phantom4 Pro、Phantom3 Professional）による操縦訓練 

・ 小型無人航空機（200g未満）による操縦訓練 

２．使用機体 

・DJI社製 Phantom4 Pro（四国地方整備局、防災エキスパート） 

・DJI社製 Phantom3 Professional（国土地理院） 

 

 

 

 

                            機体重量：約１．４ｋｇ 

                       最大飛行時間：約３０分 

 

 

 

写真はPhantom4 pro（四国地方整備局保有） 

別紙－１ 



中央駐車場

【車両移動訓練会場】

UAV訓練会場

北口料金所

UAV訓練会場

別紙－２

無人航空機（UAV）操作訓練会場位置図

― 飛行区域

― 立入禁止区域



（参考資料）

平成２９年７月 九州北部豪雨でのＵＡＶによる被災状況調査
（九州地方整備局ＨＰより）


